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16
年
春
闘
全
国
で
ス
ト
ラ
イ
キ
！ 

札
幌
中
央
郵
便
局
前
宣
伝
！ 

 
 
 
 
 

会
社
労
担
ズ
ラ
リ
！ 

 

ス
ト
ラ
イ
キ
当
日
3
月
23

日
の
宣
伝
で
は
、
道
労
連
黒
沢

議
長
、
公
務
共
闘
沢
入
事
務
局

長
、
郵
産
労
ユ
ニ
オ
ン
飯
田
道

本
部
委
員
長
、
川
守
田
書
記

長
、
種
市
書
記
次
長
、
札
幌
支

部
工
藤
書
記
長
が
そ
れ
ぞ
れ

日
本
情
勢
・
春
闘
の
状
況
・
大

幅
増
員
・
大
幅
賃
上
げ
・
非
正

規
労
働
者
の
均
等
待
遇
・
労
働

条
件
改
善
・
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
等
を
訴
え
ま

し
た
。 

 

時
折
強
風
が
吹
く
中
組
合

員
・
OB
の
手
渡
す
春
闘
宣
伝
ビ

ラ
を
札
幌
中
央
郵
便
局
の
労

働
者
、
道
行
く
札
幌
市
民
の

方
々
が
受
け
取
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

 

会
社
と
は
7
回
の
賃
金
交

渉
が
行
わ
れ
、
会
社
か
ら
最
終

回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

正
社
員
・
非
正
規
労
働
者
に

対
し
て
夏
季
一
時
金
支
給
時

に
「
特
別
加
算
」
は
あ
る
も
の

の
時
給
・
賃
金
引
き
上
げ
は
ゼ

ロ
、
均
等
待
遇
に
背
を
向
け
る

会
社
の
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。
大
幅
増
員
・
超

勤
削
減
に
は
従
来
回
答
の
域

を
出
ず
、
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト

は
無
で
し
た
。 

 

 

郵
政
の
職
場
で
は
、
約
19

万
人
の
非
正
規
労
働
者
が
働

き
、
国
民
生
活
と
密
接
に
結
び

つ
き
な
が
ら
毎
日
の
業
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。 

 

地
域
の
利
用
者
・
お
客
様
に

信
頼
さ
れ
る
仕
事
を
し
て
い

る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
社
員

で
す
。
会
社
は
、
株
式
上
場
後

も
「
経
営
戦
略
で
企
業
価
値
を

高
め
る
投
資
」
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
物

へ
の
投
資
よ
り
人
へ
の
投
資

で
働
く
者
が
大
切
に
さ
れ
る

よ
う
な
処
遇
改
善
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

最
終
回
答
の
主
な
内
容（
3
月
17
日
提
案
） 

▼
期
間
雇
用
社
員
：
従
来
に
一
時
金
制
度
に
基
づ 

く
支
給
と
は
別
に
、
16
年
度
に
限
っ
た
措
置
と

し
て
、
夏
季
一
時
金
支
給
時
に
特
別
加
算
と
し
て

上
乗
せ
支
給
す
る
も
の
・
・
・ 

○
「
月
給
制
契
約
社
員
」
及
び
「
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
A

か
つ
月
平
均
の
所
定
労
働
時
間
（
一
時
金
支
給

基
準
日
前
6
か
月
間
の
平
均
）
が
84
時
間
超
の

時
給
制
契
約
社
員
→
1
万
円 

○
「
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
A
か
つ
月
平
均
の
所
定
労
働

時
間
が
84
時
間
以
内
の
時
給
制
契
約
社
員
」
及

び
「
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
B
か
つ
月
平
均
の
所
定
労

働
時
間
が
84
時
間
超
の
時
給
制
契
約
社
員
」
→

5
千
円 

○
「
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
B
か
つ
月
平
均
の
所
定
労
働

時
間
が
84
時
間
以
内
の
時
給
制
契
約
社
員
」
→

25
百
円 

 

▼
無
期
転
換
権
を
法
律
に
対
し
て
1
年
半
前
倒

し
（
16
年
10
月
） 

 

▼
無
期
雇
用
社
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て 

○
病
気
休
暇
の
拡
大
：
90
日
（
無
給
） 

○
休
職
制
度
の
新
設
：
1
年
以
内
で
必
要
な
期
間

（
無
給
） 
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さ っ ぽ ろ 

会社側労務担当

がズラリ！！ 

 

宣伝開始前から

支社、札幌中央

郵便局からの労

担がそろい踏み

しました。終り

頃何故かパトカ

ー、通報！！ 
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組
合
員
の
訴
え
！ 

 

沢
山
の
非
正
規
労
働
者

が
全
国
の
郵
便
局
で
働
い

て
い
ま
す
。 

 

正
社
員
と
同
じ
業
務
に

つ
き
、
同
じ
責
任
を
負
わ
さ

れ
て
い
て
も
処
遇
の
格
差

は
著
し
く
、
年
収
ベ
ー
ス
で

は
正
社
員
の
3
分
の
1
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
休

暇
や
福
利
厚
生
面
で
も
格

差
は
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 

こ
れ
ら
は
「
期
間
の
定
め

が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不
合

理
な
労
働
条
件
の
禁
止
」
を

明
記
し
た
改
正
労
働
契
約

法
20
条
に
反
し
て
お
り
、

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社

は
、
処
遇
の
格
差
を
是
正
し

均
等
待
遇
を
実
施
す
べ
き

で
す
。 

 

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
か

ら
正
社
員
へ
の
登
用
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
者

は
一
部
の
非
正
規
労
働
者
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

4
月
1
日
、
日
本
郵
政
グ

ル
ー
プ
全
体
で
3001
人
が
登

用
さ
れ
ま
す
が
、
非
正
規
労

働
者
の
1.5
％
と
厳
し
い
登

用
状
況
で
す
。
応
募
要
件
や

選
考
方
法
を
見
直
し
て
門
戸

を
開
放
す
べ
き
で
す
。 
 

改
正
労
働
契
約
法
に
基
づ

き
グ
ル
ー
プ
各
社
は
5
年

を
待
つ
こ
と
な
く
有
期
か
ら

無
期
雇
用
へ
の
転
換
を
は
か

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。 

無
期
雇
用
転
換
後
の
労
働

条
件
に
つ
い
て
正
社
員
は

「
無
期
契
約
労
働
者
と
し
て

の
長
期
的
な
勤
続
を
確
保
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う

し
た
事
情
に
該
当
し
な
い
期

間
雇
用
社
員
に
付
与
す
べ
き

理
由
が
な
い
」
と
い
う
会
社

主
張
が
成
り
立
た
な
く
な

り
、
正
社
員
の
処
遇
と
同
じ

に
す
べ
き
で
す
。 

 
 

厚
別
郵
便
局
で 

春
闘
宣
伝
ビ
ラ
！ 

 
3
月
28
日
、
道
労
連
黒
沢

議
長
、
郵
産
労
ユ
ニ
オ
ン
道
本

部
川
守
田
書
記
長
が
、
「
大
幅

賃
上
げ
、
大
幅
増
員
、
非
正
規

労
働
者
の
均
等
待
遇
、
労
働
条

件
改
善
等
」
訴
え
ま
し
た
。 

 

組
合
員
４
名
は
春
闘
宣
伝

ビ
ラ
を
配
布
し
て
、
初
め
て
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
を
握
り
非
正
規

労
働
者
の
均
等
待
遇
に
つ
い

て
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

３
月
25
日
の
第
８
回
賃
金
交

渉
で
非
正
規
労
働
者
の
均
等

待
遇
を
求
め
た
、
会
社
は
「
他

の
民
間
企
業
に
は
見
ら
れ
な

い
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
」
と
の

認
識
を
示
し
他
を
見
な
が
ら

処
遇
改
善
を
講
ず
る
姿
勢
を

み
せ
た 

札
幌
白
石
郵
便
局
で
も 

春
闘
宣
伝
ビ
ラ
を
配
布
！ 

 

道
労
連
成
田
事
務
局
次

長
、
OB
４
名
が
宣
伝
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。 

 

 

豊
平
郵
便
局
で
も 

 

春
闘
宣
伝
ビ
ラ
を
配
布
！ 

裏
と
正
面
３
名
で
！ 

 

最
終
回
答
の
主
な
内
容 （

正
社
員
分
） 

▼
定
期
昇
給
は
完
全
実
施 

▼
一
時
金
、
年
間
「
４
・
０
月
」 

（
夏
期

1・75
月
、
年
末

2・25
月
） 

▼
16
年
に
限
っ
た
措
置
と
し
て
、

夏
期
手
当
支
給
時
に
特
別
加
算
と

し
て
「
８
千
円
」
を
上
乗
せ
支
給
（
短

時
間
コ
ー
ス
社
員
、
再
雇
用
短
時
間

社
員
は
半
額
） 

  

転
換
制
度
に
新
基
準
！ 

会
社
は
有
期
か
ら
無
期
雇
用
へ

の
転
換
制
度
に
「
人
事
評
価
が
一
定

の
水
準
」
と
い
う
労
働
契
約
更
新
要

件
と
早
期
無
期
転
換
要
件
の
設
定

を
し
て
き
ま
し
た
。 

１
年
半
前
倒
し
と
な
っ
た
無
期

転
換
制
度
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
実
施

に
あ
た
っ
て
の
基
準
と
内
容
に
は
、

労
働
条
件
の
改
善
と
は
名
ば
か
り

で
、
逆
に
「
人
事
評
価
」
と
い
う
毒

素
が
盛
り
込
ま
れ
、
改
正
労
働
契
約

法
の
趣
旨
を
裏
切
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
非
正
規
労
働
者
の
均

等
待
遇
を
求
め
、
低
労
働
条
件
を
固

定
化
さ
せ
る
会
社
提
案
に
は
反
対

を
表
明
し
て
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。 


